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学会抄録 

第 427回千葉医学会例会
第 3回神経科同門集談会
日時:昭和 40年 11月7日(日〉 午後12時30分"，4時
会場:千葉大学医学部神経精神医学教室講堂
一般演題抄録 
1.Huntington's choreaの研究〈第 1報〉 そこで我々は，精神医学的面接とあわせて，心理テ
-2剖検例についての臨床病理学的考察一 ストを施行し，心理的諸特性を調べた。用いた心
松本貯，十束支朗 理テストは， Eysenckの MaudsleyPersonality 
0緑川 隆，堀田とし子 Iventory，Taylorの ManifestAnxiety Scale，そ
石郷岡寛，鈴木秀男 れに MMPIの中から Hysterieの項目のみを抜翠
症例(1 ) 初診時(42才〉易怒，易刺激性，痴 して行なった。結論として， リュウマチ群の平均と
呆，作噴様異常運動，軽度の言語及び歩行障害を認 正常者群平均との比較では， リュウマチ群は僅かに
め，その後痴呆が進行し，舞踏病運動が発展，その 内向的・神経症的の方向に傾いているが，不安の得
間自問的，不関性並びI乙拒食，更衣拒絶等の精神症 点は他の研究者による外科患者の得点と変らない。
状が出現。遺伝及び家族歴は詳細不明であるが，本 男女別平均値の比較では，男性は内向的で神経症的
疾患と精神病質が血族にみられた。 傾向は低い。それに対して女性は幾分外向的で神経
症例(II) 初発症状(35才〉は易怒性，歩行障害。 症的傾向が強いと言える。 
t その後幻聴，被害妄想，罪業念慮及び舞踏病運動等
が出現した。殊に上記精神症状は 1年余に豆り，活 3.老人性痴呆のー制検例
発かつ持続的であった。同胞に同病が確認された。 一脳の老年過程についての考察ー 
病理解剖学的所見:両例共に肉眼的両側側脳室の 0矢崎光保，香取郁雄
拡大，線状体の萎縮。組織学的には尾状核および被 (石崎病院〉
殻の小型細胞を主体とする大小神経細胞の顕著な脱 十束支朗(千葉大・神経科〉
落，前頭葉並びに側頭葉の錐体細胞層の変性乃至脱 脳の血管病変に関しては，近年注目されて来てい
落とグリアの増生などが認められ，本疾患に定型的 るが，脳組織に関する老年過程の研究ば未だ少い。
な所見を示した。 症例は 83才の男性で，易怒，器物破損，弄火などの
殊に症例(II)の如き幻聴，妄想などの精神分裂病 人格崩壊より発病し，漸次，痴呆が増強，全経過約 
"，(180年にて死亡した。身体的にはその他高血圧4様症状は文献的にも甚だまれであり病理学的解明が
今後の重要な課題であると結論した。 104)が目立っていた。
脳の剖検所見では，肉眼的には脳全体の軽度萎縮
2. リュウマチ患者に対する精神医学的考察 が目立ち，脳底主幹動脈の硬化性変化はみられなか
長野県立駒ケ根病院 った。組織学的には，神経細胞は，脱落， Alzheimer 
0鈴木秀男・黒田博夫 の原線維変化，頼粒空胞変性，色素増加，軸索の腫
千葉大学農山村研究施設 張などがみられ，グリアはマクログリアの増生，基
荒木武雄・隆 克朗 質には老人斑及び色素，更に血管には中膜肥厚
病院に於いてリュウマチ病棟の患者群は，他の患 (drusige Entartung)，血栓などがみられた。
者群とは何か異なる特質を持つ患者が少なくなく， これらの所見は従来よりほぼ云われて来ている老
然もそれがその治療を妨げているように思われる。 年過程にみられるものであるが，ただ軸索腫張に関
